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我々は Hawaii University の Mees Solar Observatory の Hα コロナグラフで観測されたプロミネンス突然消失
(disparition brusque)のデータを用い、それらを eruptive prominence, quasi-eruptive prominence, disappearing
prominence, の 3つの型に分類してきた。96年春季年会では、注目したプロミネンス上昇のイベント 10例をよう
こう SXT データとの重ね合わせによる形状的な比較を行い、eruptive prominence と quasi-eruptive prominence
に対して、周囲の軟X線ループに 増光、カスプの発生等の特徴的な構造が見られたことを発表し、98年春期年
会ではプロミネンスの上昇と軟X線ループ強度が最大になるまでの時間間隔が 1-3時間である事を発表した。
今回はこれらのプロミネンス突然消失イベントに関連して起きた 軟X線イベントから推量した温度変化につ
いて解析を行なった。代表的な 1992年 4月 4日の Eruptive prominence イベントについて解析を行なった所、
プロミネンスの下にカスプ状の軟X線ループ構造があり、カスプ構造がプロミネンスの直下まで伸びている事が
わかった。このプロミネンス上昇に伴って形成されたX線ループの温度はX線強度と共に上昇し、最大で約 250
万度であり、フレアの典型的な温度よりも低い。また、その時の温度とエミッションメジャーから推測したリコ
ネクションインフローの速度は数 km/s であった。
発表ではこの他のイベントについての温度解析の結果とプロミネンス突然消失の型との関連について考察を行
なう。


